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『華
厳
経
関
脈
義
記
』
に

つ
い
て

李

恵

英

本
稿
は
法
蔵

(六
四
三
～
七

一
二
)
の
八
十
華
厳
経
観
を
探
究
す
る
前

段
階
と
し
て

『
華
厳
経
関
脈
義
記
』
の
作
者
を
検
討
す

る
も

の

で
あ

る
。法
蔵
撰

『華
厳
経
関
脈
義
記
』
(以
下

『関
脈
義
記
』
と
略
)

一
巻

(大

正
蔵
四
十
五
巻
所
収
)
は
、
法
蔵
の
八
十
華
厳
経
の
最
初
の
注
釈
書
と
し

(
1
)

て
知
ら
れ

る
が
、
法
蔵
の
多
く
の
著
作
の
中
で
真
偽

の
議
論
の
対
象
と

(
2
)

な

っ
た
書
物
の

一
つ
で
あ
る
。

(
3
)

『関
脈
義
記
』
は

『華
厳
経
』
を

「四
勢
」
に
よ

っ
て
簡
潔

に
解

釈

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

『
六
十
華
厳
』
を
対
象
と
す
る
も

の
と
、

『
八
十
華
厳
』
を
対
象
と
す
る
も
の
と
の
二
本
が

あ

り
、
大
筋
で
は
同

じ
で
あ
る
が
、
微
妙
に
異
な
る
所
も
あ
る
。
法
蔵

の
作
品
に
ほ
ぼ
撰
号

(
4
)

が
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
書
物
に
は
撰
号
が
な
い
。
日
本

の
目
録
が

法
蔵

の
撰
述
と
す
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た

「
四
勢
」
に
よ
る
分
析
は
法

蔵

の
他

の
著
作
に
は
見
出
せ
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
少
な
く
と
も
、

法
蔵
の
真
撰
と
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。
し
か
し
、
も
し
法
蔵

の

著
作
で
な

い
と
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
こ
の
著
作
が
法
蔵
に
仮
託
さ
れ
た

の
か
、
誰
が
そ
れ
を
行

っ
た
の
か
と

い
う
新
し
い
深
刻
な
問
題
に
直
面

す
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
も
し
こ
の
著
作
を
法
蔵

の
真
撰
と
す
る
な
ら
ば
、
法
蔵
の
何

時
ご
ろ
の
著
作
な
の
か
と
い
う
疑
問
も
出
て
来
る
。
以
上
の
問
題
を
踏

ま
え
て
、
羅
録
と

『
八
十
華
厳
』

に
対
す
る
注
釈
を
中
心
と
し
て
、
前

の

『
六
十
華
厳
』

の
注
釈
と

『
探
玄
記
』
を
対
応
し
な
が
ら
、
探
究
し

て
み
た
い
と
思
う
。

『
関
脈
義
記
』
は
、
中
国
、
韓
国
の
目
録
に
の
っ
て
い
な
い
。
日
本
の

(5
)

書
目
に
の
み
残
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
、
①
円
超
録

(55
/
……
)、
②

永
超
録

(55
/
……
)
③
凝
然

・
五
教
章
通
路
記
巻

一

(
72
/
餅
上
)
④
凝

然

・
華
厳
宗
経
論
章
疏
目
録

(日
仏
全

一
)
⑤
高
心
目
録
⑥
松
原
恭
譲
目

録
⑦
石
田
茂
作

『写
経
に
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
目
録
』
⑧
金
沢
文
庫
目

録
は
、
と
も
に
法
蔵
撰
と
す
る
。
と
く
に
凝
然
(
一
二
四
〇
～

一
三
二
一
)

は

『
五
教
章
通
路
記
』
巻

一
に
法
蔵
の
著
作
と
し
て
提

出

し
、
『
章
疏

(
6
)

目
録
』
に
も
取
り
入
れ
る
し
、
写
本
と
し
て
写
し
た
こ
と
も
あ
る
。
以

上
の
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
あ
る
程
度
、
凝
然

は
こ
の
作
品
を
法
蔵
撰
と
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『
華
厳
経
関
脈
義
記
』

に

つ
い
て

(
李

)

六
七

し
て
み
と
め
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し

一
方
、
⑨
義
天
録
(55
/

脇
)
は

「
開
脈

一
巻

・
文
超
述
」
と
述
べ
、
⑩
前
田
慧
雲
目
録
は

「澄

観
撰
」

と
記
す
。

以
上

か
ら

み
れ
ば
、
『
関
脈
義
記
』
の
作
者
は
法
蔵
、
澄
観
、
文
超

の
三
人
が
挙
げ
ら
れ
、
書
名

は

『
関
脈
義
記
』
と

『
関
脈
義
』
の
二
種

類
が
あ
る
。
し
か
し

『
関
脈
義
記
』
と

『開
脈
義
』
は
同

一
の
書
物
で

あ
る
か
ど
う
か
は
今
の
所
は
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
上
に
あ
げ
ら
れ

て
い
る

三
人
の
な
か
、
法
蔵

は
従
来

『
開
脈
義
記
』

の
作
者
と
さ
れ
て

い
る
が
、

し
か
し
ほ
ん
と
う
に
法
蔵
で
適
当
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
後
で
本
文
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

次
に
澄
観
は

『華
厳
経
疏
』
巻
三
(35
/
謝
)、
『随
疏
演
義
紗
』
巻

一

六
(36
/
m
)
で
は
、
華
厳
経
題
の
解
釈
に
お
い
て
、
「
展
演
無
窮
」
、
「巻

摂
相
尽
」
、
「展
巻
無
碍
」
な
ど

の
題
名
で

『
関
脈
義
記
』

の
本
文
を
引

用
し
な
が
ら
、
華
厳
経
題
を
解
釈
し
た
。

こ
れ

に
よ
れ
ば

『関
脈
義

記
』
の
作
者
は
澄
観
で
あ
る
と
は
言

い
が
た
い
が
、
少
な
く
と
も
澄
観

の
時
代

に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
書
物
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

最
後

に
文
超
は
法
蔵
の
弟
子
の

一
人
で
あ
る
が
、
残

っ
て
い
る
資
料

が
少
な

い
の
で
、
詳
し
く
文
献
の
対
照
研
究
が
で
き
な
い
。
周
知

の
よ

う
に
、
宗
密
の
『華
厳
経
行
願
品
疏
紗
』
巻

一
と
巻
四
、
『
円
覚
経
略
疏

紗
』
巻

一
に
、
と
も
に
文
超

の
作
品
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
し
か
し

『金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
に
現
存
し
て
い
る

た
だ

一
つ
の
文
超
の
断
篇

　
　
　

で
あ
る

『華
厳
経
義
録
』

一
巻
に
よ
れ
ば
、
文
体
が

似

て

い
な

い
の
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『
華
厳
経
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義
記
』

に
つ
い
て

(
李

)

六
八

で
、
文
超
の
作
品
で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
経
録
に
よ

っ
て
作
者
を
簡
略
に
検
討
し
て
き
た
が
、
以
下
、
本

文
に
よ

っ
て
作
者
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
本
文
は

「展
転
無
尽
」、
「巻

摂
相
無
」
、
「巻
展
無
碍
」
、
「問
答
取
之
」

の

「
四
勢
」
に
よ

っ
て
展
開

し
て
い
る
が
、
重
点
は

「巻
」
と

「展
」
に
あ
り
、
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ

経
題
、
九
会
、
部
類
に
分
け
ら
れ
る
。
『
探
玄
記
』
と
対
応
し
な
が
ら
、

纏
め
て

み
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
。

右
の
表
か
ら
見

れ
ぽ
、
『
関
脈
義
記
』
は
華
厳
経
題
と
そ
の
宗
趣
を

理

・
智

・
因

・
果
よ
り
捉
え
、
九
会

(八
会
)
を
互
い
に
関
係
さ
せ
て
、

重

々
無

尽
で
説
明
す
る
。
部
類
に
お
い
て
も

「
一
切
転

一
切
転
説
本
」
、

「無
尽
無
尽

一
切
重

々
の
本
」
等
が
あ
り
、
「
理

・
智
」
と

「
重
々
無
尽
」

の
こ
と

を
強
調
し

て

い
る
。

一
方
、
『
探
玄
記
』
は

「因
果

・
法
界
」

を
以
て
華
厳
経
題
を
解
釈
し
宗
趣
と
す
る
。
八
会
も
五
分
五
周
因
果
で

あ
り
、
部

類
も

「
恒
本
」

に
と
ど
ま
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
見
れ
ぽ
、

『関
脈
義
記
』
は

「
展
」、
「巻
」
を
重
要
視
し
、
「重
々
無
尽
」
の
思
想

に
重
点

を
置
い
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
実
際
法
蔵
は

『
探
玄
記
』

巻
四

(
35
/
瑠
)

に

「展
転
生
」
と
い
う
概
念
に
基
づ
き
、
「由
縁
起
門

中
、
有
此
相
作
等
義
、
成

一
多
故
、
故
云
展
転
生
也
、
此
即

一
多
更
互

展
転
相
生
故
」
と
し
て
相
入

・
相
即
の
理
論
体
系
を
築
き
上
げ
た
の
で

あ
る
。
さ
ら
に

『
関
脈
義
記
』
初
め
の

「巻
則

一
言
無
外
…
展
則
塵
算

難
知
…
聴
習
数
年
、
弥
増
愛
楽
、
依
傍
師
訓
、
有
少
見
聞
、
私
記
為
篇
、

名
為
関
脈
義
記
」
と
い
う
序
文
か
ら

見

れ
ば

、
『
関
脈
義
記
』
の
作
者

は
法
蔵
の
側
近
の
弟
子
で

『探
玄
記
』
を
詳
し
く
知
り
、
そ
の

「展
転

巻
摂
」
の
概
念
を
用
い
、
こ
の
書
物
を
書
き
上
げ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
。
(註
省
略
)

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

法
蔵
、
『関
脈
義
記
』、
展
転
無
尽(東
京
大
学
大
学
院
)
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